













































































状態別年齢層別の死者数と負傷者数がある。その「状態別」とは死者あるいは負傷者の事故の時点での交通の利用状態である。例えば、自動車に乗って たのか、歩行中だったのか、である。つまり、ど 交通手段を使っていたかというのが 「状態 」である。①自動車乗車中か ②自動二輪車乗車中か、③原付自転車乗車中か、④自転車乗用中か、⑤歩行中かである。手押し車の荷台に っていたとか、電車の中にいた などの①から⑤のどれにも該当しない事例は⑥その他に分類される。事故 死者と負傷者は、この６つのどれ １つに振り分けられる。
　
１９７８年以降は、その①から④













































































































の「交通統計」の状態別年齢層別の「自動車同乗中」と「歩行中」の負傷者の子供の数値 あたって、比較していただきたい。できれば男女に。 「交通統計」は交通事故総合分析センター （イタルダ） のホームページからダウンロードで る。そうすれば、路上 身をさらす歩行中より自動車という鉄の箱の中にいるときの方が負傷者が多い、という直感に反する事実を再認識し、チャイルドシート 重要性を得心するだろう。　
ただの数値の羅列に思える統計表
も、このように使えるとなれば親しめると思う。次号もまた状態別年齢層別の統計を使お 。
（よしだ・しんや）
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図3　免許保有者および自動車運転中負傷者に占める女性の割合の年次推移
いか。知識（＝情報）が安全に果たす役割は大きいのである。　
そして免許保有率が増えてもペー
